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読
封
乙
次
便
り
い
だ
’
薪
す

私
啄
幼
帆
蛎
が
う
う
ん
こ
に
鍵
採
退
ぢ
う
Ｚ
い
謡
し
た
が

こ
の
罰
ィ
に
奇
う
て
も
罰
癒
せ
の
轄
家
が
艶
寸
；
き
る

山
丈
離
一
応
－
２
二
Ｆ
つ
い
Ｚ
が
っ
Ｚ
逝
向
桂
捲
ぜ
に
す
と
易
芝

Ｆ
即
”
乙
鴬
り
ま
イ
が
晶
迩
の
う
ん
こ
の
情
熱
程
又
〃
し
ん

薪
含
ぎ
あ
３
の
が
ど
う
か
ぎ
路
鍵
γ
・
あ
り
や
３
短
ん
か
し
ざ
う
か

『
軽
ぱ
い
罰
億
Ｆ
あ
ぅ
洪
仁
行
っ
て
あ
り
主
〉
や
兄
・
飼
鞠
誕
〆

倉
乃
修
呼
‐
芯
命
；
勉
年
腰
蕊
採
穆
も
つ
か
ら
婚
朔
が

遍
嘩
小
謬
の
穆
上
錫
１
Ｌ
や
る
イ
リ
．
シ
率
ば
ち
ざ
う
と
鍾
霧
遊
呼
琴

の
ぎ
煎
宮
手
鋼
ｚ
Ｉ
Ｊ
う
が
ｚ
、
歩
患
惨
窄
升
の
寸
挫

プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
ジ
ョ
ー
ク
に
よ
く
あ
る
便
器
に
カ
レ
ー
を
入
れ
て
、
シ
ビ
ン

に
ビ
ー
ル
を
入
れ
て
飲
み
食
い
す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

、
、

、
、

ま
す
か
…
・
・
・
。
近
頃
で
は
く
そ
そ
っ
く
り
の
お
も
ち
ゃ
や
く
そ
そ
っ
く
り
の
ケ
ー
キ

な
ど
が
発
売
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
．
…
：

、
、

私
な
ど
は
、
か
っ
て
東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
く
そ
を
出
品
し
て
物
議
を
か
も
し

た
け
れ
ど
も
私
も
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
（
糞
便
学
）
は
あ
な
た
に
ま
け
ず
好
き
な
テ
ー
マ

の
一
つ
で
す
。

■

1０６
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１
１０７
１

文
学
の
世
界
に
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
が
あ
る
よ
う
に
、
古
来
か
ら

群
蕊
多
く
の
人
々
が
興
味
を
も
ち
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

自
分
は
他
の
動
物
と
は
違
っ
て
、
ハ
イ
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
考
え
た
が
っ
て
い
る
も

、
、

の
に
と
っ
て
は
、
く
そ
と
云
う
動
物
的
行
為
を
口
に
す
べ
き
で
な
い
よ
う
に
言
わ
れ

ま
す
が
、
上
方
の
穴
（
口
）
か
ら
入
れ
た
も
の
が
下
方
の
二
つ
の
穴
（
虹
門
・
尿

道
）
か
ら
出
る
そ
ん
な
単
純
な
繰
り
返
し
の
中
に
理
屈
を
あ
れ
こ
れ
つ
け
る
の
も
楽

、
、

し
い
と
と
だ
し
、
く
そ
に
関
す
る
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に

明
確
な
も
の
で
す
。

私
達
の
生
活
の
中
に
多
く
の
一
一
豆
乗
と
し
て
あ
る
「
く
そ
く
ら
え
／
，
」
や
「
く
そ
っ

、
、

た
れ
／
・
」
や
「
く
そ
ま
じ
め
」
「
み
そ
く
そ
に
．
…
．
．
」
「
く
そ
／
・
」
（
畜
生
）
と
ま
だ

ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
あ
る
時
は
相
手
へ
の
あ
ざ
け
り
で
あ
り
又
自
分
の
自
瑚
で
も

あ
る
言
葉
で
決
っ
し
て
き
た
な
く
つ
ま
ら
ぬ
言
葉
で
な
い
の
で
す
。
今
だ
に
、
原
始

、
、

民
族
に
と
っ
て
は
、
大
き
な
く
そ
を
タ
レ
る
者
ほ
ど
尊
敬
さ
れ
る
慣
習
が
残
っ
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
あ
な
た
も
自
分
の
タ
レ
た
も
の
を
じ
っ
く
り
な
が
め
て
文
化
を
考

え
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
は
自
分
自
身
で
作
っ
た
匂
い
の
中
で
、
よ
り
自
分
を
感
じ
る
、
ト
イ
レ
の

時
間
が
短
か
い
人
間
ほ
ど
精
神
的
生
活
が
出
来
な
い
悲
し
い
人
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

、
、
、
、

、
、

、
、

あ
な
た
が
、
み
そ
を
見
て
く
そ
に
見
え
た
り
、
白
酒
が
げ
ろ
に
見
え
た
り
、
カ
キ

の
す
い
も
の
が
痕
の
う
い
た
も
の
に
見
え
た
り
す
れ
ば
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
だ
け
れ

ど
も
、
そ
う
思
い
感
じ
な
が
ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

、
、

、
、

ん
。
一
人
前
、
く
そ
を
見
て
興
奮
し
た
り
、
く
そ
を
か
ら
だ
全
身
に
塗
り
た
く
っ
た

だ
け
で
エ
ク
ス
タ
シ
ー
に
達
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
精
神
病
学
者
に
治
療
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
そ
ん
な
異
常
な
人
間
も
多
い
こ
と
を
知
れ
ば
、
あ
な
た

は
そ
れ
ほ
ど
異
常
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
に
か
く
・
く
そ
・
お
な
ら
。
し
ょ
ん
べ
ん
と
、
下
腹
部
に
関
す
る
こ
と
が
女
性

に
関
心
の
あ
る
の
は
、
や
は
り
性
器
の
存
在
す
る
部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
，
性
に
対

す
る
タ
ブ
ー
の
う
ら
が
え
し
で
あ
る
と
思
え
ま
す
。

男
の
立
小
便
は
男
女
と
も
笑
い
で
受
け
と
め
ら
れ
ま
す
が
、
女
の
小
便
姿
は
、
し

、
、

ら
じ
ら
し
く
て
あ
ま
り
様
に
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
夫
婦
で
自
分
達
の
く
そ
を
く
ら

べ
合
っ
て
、
そ
の
日
の
コ
ン
デ
シ
ョ
ン
を
語
り
合
う
の
も
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
し
て
よ
い

、
、

し
、
く
そ
は
女
性
の
好
む
一
つ
の
材
料
と
言
え
ま
す
。
あ
ま
り
く
よ
く
よ
せ
ず
に
現

、
、

代
流
行
語
で
「
く
そ
し
て
ね
る
Ｉ
Ｉ
Ｌ
で
す
。

☆
Ｂ
Ｅ
・
Ｉ
Ｎ
は
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
ペ
ー
ジ
で
す

向
井
の
修
二
ア
ニ
イ
は
よ
る
ず
相
談
ご
と
引
き
受
け
ま
す
と
の
こ
と
。

神
戸
っ
子
編
築
室
あ
て
に
ど
し
ど
し
お
は
が
き
を
下
さ
Ｉ
い
。

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
五
丁
目
九
六
Ｋ
Ｅ
ピ
ル
４
Ｆ
Ｂ
Ｅ
・
Ｉ
Ｎ
係
宛
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関
西
の
女

Ｌ

口
近
代
美
術
館
（
八
○
’
一
五
九
一
）

二
月
二
日
’
七
日

グ
ル
ー
プ
誌
展

青
年
彫
刻
家
集
団

二
月
九
日
’
二
月
十
四
日

二
紀
会
展

二
月
十
六
日
’
二
月
二
十
一
日

日
本
水
彩
画
家
展

二
月
二
十
三
日
’
二
月
二
十
八
日

暴
堅
弟
子
短
期
大
学
卒
業
展
（
以
上
一
階

常
設
展

二
階

口
南
蛮
美
術
館
（
二
二
’
三
○
四
三
）

一
月
五
日
’
’
一
月
二
＋
五
日

長
崎
派
絵
画
展

口
滴
翠
美
術
館

（
○
七
九
七
’
二
一
一
’
二
二
二
八
）

一
月
十
五
日
’
三
月
十
四
日

世
界
の
哩
言
展

ロ
ト
ー
ア
画
廊
（
三
二
’
一
五
七
四
）

二
月
三
日
’
二
月
十
三
日

橋
本
博
英
個
展

□
そ
ご
う
六
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
二
二
’
四
一
八
一
）

一
月
二
十
九
日
’
一
一
月
三
日

奈
良
一
刀
彫

二
月
五
日
’
二
月
十
日

ヒ
ナ
人
形
展
・
偶
人
社
桐
朔
人
形

二
月
十
九
日
’
二
月
二
十
四
日

第
二
回
日
本
刀
と
鍔
展
示
即
売
会

二
月
二
十
六
日
１
三
月
三
日

青
土
作
陶
展

口
大
丸
五
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
三
三
’
八
一
二
一
）

二
月
二
日
’
二
月
七
日

☆
神
戸
美
術
ガ
イ
ド信

州
手
織
紬
・
広
瀬
忠
一
作
品
展

二
月
九
日
’
二
月
十
四
日

池
田
遥
村
・
小
林
和
作
・
西
山
英
雄
三
人
展

二
月
十
六
日
’
二
月
二
十
一
日

有
名
作
家
洋
画
小
品
展

二
月
二
十
三
日
’
二
月
二
十
八
日

古
丹
波
展

口
三
菱
ホ
ー
ム
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
三
九
’
五
四
八
六
）

一
月
二
十
八
日
’
二
月
二
日

神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
学
院
展

二
月
四
日
’
二
月
九
日

新
し
い
神
戸
写
真
展

二
月
十
一
日
１
二
月
十
六
日

兵
庫
工
業
高
校
卒
業
展

二
月
十
八
日
’
二
月
二
十
三
日

写
真
と
詩
二
人
展

二
月
二
十
五
日
’
三
月
一
一
日

ケ
ー
テ
・
コ
ル
ピ
ー
ッ
版
画
展

口
安
田
画
廊
（
三
三
’
四
○
一
○
）

二
月
十
六
日
’
一
一
月
二
十
一
日

八
木
礼
一
郎
・
山
本
俊
一
イ
ラ
ス
ト
ニ
人
展

ロ
ア
カ
デ
ミ
ー
画
廊（

三
九
’
○
五
一
一
）

二
月
十
六
日
’
二
月
二
十
五
日

行
動
美
術
教
会
会
員
三
人
展

田
中
徳
喜
／
南
和
好
／
中
右
瑛

口
藤
田
画
廊

小
林
和
三
抽
絵
個
展

□
ひ
こ
ば
え
画
廊
（
三
九
’
四
一
三
五
）

一
一
月
九
日
’
一
一
月
十
四
日

県
立
鈴
蘭
台
高
校
美
術
部
展

二
月
十
二
日
’
二
月
二
十
八
日

凧
絵
展

色
答
橿
常
務
（
関
西
テ
レ
ビ
）

電
話
０
６
１
３
１
３
１
２
６
３
５
．
０
５
８
８

大
阪
市
北
区
曽
根
崎
上
１
丁
目
恥

八
千
代
会
館
３
Ｆ

☆
オ
ー
ル
関
西
編
集
部

創
作

香
港
三
景

馬
部
貴
司
男

カ
メ
ラ
・
吉
田
功

松
尾
馨

関
西
と
電
波
文
化
竹
村
健
一

カ
メ
ラ
・
緒
方
し
げ
を
・
西
岡
伸
太
。

出
中
常
務
（
読
売
テ
レ
ビ
）

グ
ラ
ビ
ア
特
集

八
２
月
号
予
告
Ｖ

原
副
社
長
（
朝
日
放
送
）

真
崎
常
務
（
毎
日
放
送
）

座
談
会
八
関
西
文
化
と
テ
レ
ビ
Ｖ

関
西
を
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
別
人
の

☆
論
文

関
西
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち

☆
放
送
文
化
論

新
し
い
日
本
を
創
造
す
る
総
合
雑
誌

’
1０８
１

オ
ー
ル
関
西
五
周
年
記
念
特
集

☆
オ
ー
ル
関
西

「
ぼ
く
自
身
の
た
め
の
広
告
」

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



鱗麗鱈議鍵鍵鍵白踊懸蝿睡驚篇

識箪‘ノ

神戸市生田区中山手通１丁目９１
ＴＥＬ（0 7 8 ）3 9 - 1 6 4 7

裟羅の扉

裟蕊の香りは、寒椿に似た白い花の香り……。
“もののあわれ”を静かに味わい人の命を深
く考え知り、心醇かにやすらぎいこう。
人間の智恵を深く感じせしめる樹、裟羅双樹
の裟羅。そして、裟羅の扉を開ければ、お客
様一人一人の世界、皆様のいこいの場です。
お気軽に裟羅の扉をお開き下さい。

〈田中淳子〉

蝋剛甑濯

豚 閲
… 溺

幽苧瀞錘静溌.磯霞識

灘

ｕ時

鱒

109

: 繍蟻灘
pｆｙｊ

脳

☆ｒこんなお店をさがしてたノー’
と、皆さんおっしゃいます。

鱗
サヴォイ
クロック

ビール
営業時間Ｐ．Ｍ, ５

特製サンド
ムッシュー￥３００

￥２００
: ００～Ａ, Ｍ､ １２：３０日曜休み

神戸市生田区北長狭通２丁目
ＴＥＬ３３－２６１５

弓
刀
畠
二

１

★おしゃれをしたらサヴォイで飲もうノ

掘り黙
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ひj ろ力ぎる・…．．

可

本場の味

異

|『〃

た
ち
ば
な

鯵
．
眠
＊
赤
娠

本
店
神
戸
市
生
田
区
元
町
通
六
丁
目

口いつ‘まいに

園三宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 - 3 4 4 6 °3 3 - 0 5 7 2

、= ＝

園新開地店
ＴＥＬ5 6 - 1 1 9 1

国平野店（平野市場内）
ｍＥＬ３６－０８２１

圏三宮センター街サンプラザ
ＴＥＬ3 9 - 3 7 9 3

ビルＢ１
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１

９
８
８
１
１

亘

や
も

蕊蕊 ☆
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
に

甘
い
愛
の
贈
り
物
を

２
月
辿
日
は
セ
ン
ト
・
バ
レ

ン
タ
イ
ン
・
デ
ー
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
こ
の
日
か
ら
小
烏
が
発

情
す
る
と
い
わ
れ
て
愛
の
告
白

日
と
な
り
、
３
世
紀
頃
皇
帝
ク

ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
圧
迫
に
よ
っ

て
殉
教
死
し
た
聖
バ
レ
ン
タ
イ

ン
の
記
念
日
と
結
び
つ
い
た
も

の
と
い
う
。
こ
の
日
は
特
に
女

性
が
男
性
に
愛
の
告
白
を
す
る

唯
一
の
日
。
お
菓
子
の
バ
レ
ン

タ
イ
ン
・
デ
ー
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
ょ
う
。

風
月
堂
ハ
ー
ト
の
花
び
ら
を

飾
っ
た
ケ
ー
キ
（
￥
５
０
０
，

８
０
０
，
１
０
０
０
）

ド
ン
ク
キ
ャ
ン
デ
ィ
入
ハ
ー

ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
￥
３
０
０

１
５
０
０
）
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
ケ
ー
キ
（
￥
５
０
０
１
１
０

０
０
）

ユ
ー
ハ
イ
ム
コ
ン
フ
ェ
ク
ト

蕊
臣

神戸百店会
だより繍繍

§

オリエンタルホテルのクリスマス
ディナーパーティ

ユーハイムコンフェ
クトのウィーン

新
製
品
の
ボ
ン
ボ
ン
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
〃
ウ
ィ
ー
ン
″
甘
い
音
楽

の
調
べ
に
も
似
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ

が
ま
る
や
か
に
拡
が
る
。
ペ
ア

に
な
っ
て
帥
円
。
箱
入
も
あ
る
。

モ
ロ
ゾ
フ
フ
ァ
ン
シ
ー
バ
レ

ン
タ
イ
ン
（
ハ
ー
ト
チ
ョ
コ

￥
２
０
０
）
ラ
ブ
リ
ー
カ
ッ
プ

（
愛
の
言
葉
の
入
っ
た
ハ
ー
ト

チ
ョ
コ
￥
４
０
０
）
ス
イ
ー
ッ

メ
イ
ル
（
フ
ァ
ン
シ
ー
チ
ョ
コ

ハ
ー
ト
チ
ョ
コ
布
円
切
手
付
で

￥
５
０
０
）
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
パ

ッ
ク
何
が
入
っ
て
る
か
わ
か

ら
な
い
秘
密
の
缶
詰
￥
２
０
０

寿
本
舗
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ー
キ
（
￥

６
０
０
１
１
０
０
０
）
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
と
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
合
わ

せ
た
か
わ
い
い
お
菓
子
。

ユ
ー
ハ
イ
ム
ハ
ー
ト
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ
ー
キ
（
￥
６

０
０
１
１
０
０
０
）

ヒ
ロ
タ
ハ
ー
ト
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
ケ
ー
キ
（
￥
５
０
０

１
１
０
０
０
）
ハ
ー
ト
チ
ョ
コ

（
￥
１
０
０
１
３
０
０
）

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
金
色
の
鍵
の

つ
い
た
赤
い
か
わ
い
い
箱
に
入

っ
た
ハ
ー
ト
チ
ョ
コ
（
￥
１
０

０
）
ハ
ー
ト
型
ケ
ー
ス
に
入

ｌ
ｌｌｌ
ｌ

弱E 念謝

っ
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
チ
ョ
コ

（
￥
２
０
０
）
赤
い
ビ
ロ
ー
ド

の
箱
入
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
キ

ャ
ン
デ
ィ
（
￥
５
０
０
１
８
０

０
）
ま
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
セ

ー
ル
を
行
う
。
釦
セ
ン
チ
位
の

ハ
ー
ト
チ
ョ
コ
に
ホ
ワ
イ
ト
チ

ョ
コ
で
あ
な
た
の
好
き
な
言
葉

を
そ
の
場
で
書
い
て
く
れ
る
。

つ
の
る
思
い
を
彼
に
食
べ
さ
し

ち
ゃ
っ
た
ら
。
（
￥
５
０
０
）

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
赤
い
ハ
ー

ト
箱
入
チ
ョ
コ
（
￥
１
０
０
１

３
０
０
０
）
昌
○
く
①
﹈
Ｏ
宮
》
画
の
の

日
の
己
３
ｍ
①
な
ど
愛
の
言
葉
を

書
い
た
蝿
種
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
も

お
も
し
ろ
い
。

☆
華
や
か
な
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

恒
例
の
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
・
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

が
旭
月
記
日
催
さ
れ
、
七
面
鳥

ロ
ー
ス
ト
の
豪
華
メ
ニ
ュ
ー
の

デ
ィ
ナ
ー
と
共
に
、
浜
村
淳
司

会
に
よ
る
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
の

歌
が
ク
リ
ス
マ
ス
の
宵
を
彩
っ

た
。
宮
崎
へ
の
紹
待
旅
行
や
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
の
お
楽
し
み

抽
選
会
に
会
場
の
雰
囲
気
も
盛

り
あ
が
り
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
で
聖
夜
を
楽
し
ん
だ
。

●
シ
ョ
ッ
プ
ト
ピ
ッ
ク
ス

★
大
丸
前
、
呉
服
の
み
よ
し
や
で
は

２
月
９
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ホ
テ
ル

で
春
の
新
柄
発
表
会
を
開
き
ま
す
。
謝

恩
会
も
近
い
こ
と
、
一
度
寄
っ
て
み
て

は
。☆

３
月
３
日
ほ
お
雛
祭
り
。
お
も
ち
ゃ

の
カ
メ
ヤ
で
は
、
郷
愁
い
つ
ぱ
い
に
本

絡
的
な
お
雛
様
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

・
衣
裳
着
雛
七
段
飾
り
（
￥
２
５
，
０

０
０
円
よ
り
）

・
木
目
込
み
七
段
飾
り
雛
（
￥
３
５
，

０
０
０
１
１
５
０
，
０
０
０
）

・
ケ
ー
ス
入
雛
（
￥
１
０
０
０
よ
り
）

・
ヤ
ン
グ
レ
デ
イ
漣
も
人
気
の
立
雛

（
￥
工
、
５
０
０
．
３
，
０
０
０
）

☆
さ
ん
ち
か
の
風
月
堂
〃
ル
ナ
、
ピ
ナ

コ
テ
ヵ
″
で
は
、
山
路
梓
さ
ん
の
書
道

展
を
開
い
て
い
ま
す
。
蓄
蔽
な
ど
女
ら

し
い
優
し
い
筆
蹟
。
３
月
ま
で
。

☆
大
丸
前
つ
る
や
貸
衣
裳
店
で
は
、
２

月
哩
日
Ａ
Ｍ
ｍ
時
ｌ
Ｐ
Ｍ
５
時
、
オ
リ

エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
大
ホ
ー
ル
に
て
、
新

春
ご
婚
礼
衣
裳
展
示
会
を
開
き
ま
す
。

☆
帽
子
の
マ
キ
シ
ン
か
ら
春
の
帽
子
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

よ
り
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
に
、
パ
リ
で
は

ス
ポ
ー
テ
ィ
よ
り
花
を
あ
し
ら
っ
た
り

、
ヘ
ー
ル
を
つ
け
た
り
、
昔
に
戻
っ
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
〃
イ
ー
ス
ト
・

ハ
ッ
ト
″
が
最
も
新
し
い
と
の
こ
と
。

マ
キ
シ
ン
に
も
３
月
頃
か
ら
お
目
見
得

す
る
そ
う
で
す
。

ま
た
ロ
ン
ゲ
ッ
ト
に
は
つ
ば
広
の
帽

子
と
い
う
ふ
う
に
思
わ
れ
て
ま
す
が
、

こ
れ
は
日
本
だ
け
の
傾
向
。
ト
ー
ク
調

と
か
従
来
あ
っ
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ

て
み
て
も
意
外
と
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
楽
し
め
そ
う
で
す
。
も
っ
と
若
い

人
に
も
ピ
ン
ク
と
か
ク
リ
ー
ム
と
か
ア

ラ
フ
ル
な
色
彩
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
す
。

★
ス
ヌ
ー
ピ
ー
・
フ
ァ
ン
に
フ
ァ
ミ
リ

ア
か
ら
の
お
知
ら
せ
。
ど
こ
に
で
も
ペ

タ
ッ
と
は
り
つ
け
ら
れ
る
シ
ー
ル
￥
１

５
０
、
ト
レ
イ
￥
１
５
０
０
、
ジ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
￥
１
７
０

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



蕊

；

ユ，

☆
ク
イ
ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号

今
夏
神
戸
に
入
港

「
客
船
の
女
王
」
と
い
わ
れ

世
界
の
海
運
界
に
君
臨
し
た
世

界
最
大
の
超
豪
華
客
船
「
ク
イ

ー
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
号
」

（
八
三
、
六
七
三
総
ト
ン
）
が

七
月
か
ら
九
月
の
間
に
香
港
か

ら
神
戸
港
に
や
っ
て
来
る
。
第

二
次
世
界
大
戦
の
最
中
に
建
造

さ
れ
、
北
大
西
洋
航
路
に
就
航

し
て
い
た
同
船
は
、
一
九
六
八

年
夏
か
ら
フ
ロ
リ
ダ
州
マ
イ
ア

ミ
ビ
ー
チ
近
く
の
海
岸
で
〃
浮

か
ぶ
レ
ジ
ャ
ー
・
セ
ン
タ
ー
〃

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
が

今
度
再
び
、
船
名
を
「
シ
ー
ワ

い
ニ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ン
で
神
戸
っ

子
に
お
目
見
得
す
る
。

昨
年
４
月
か
ら
は
Ｆ
Ｍ
の
県

域
放
送
を
開
始
し
、
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、

新
館
完
成
を
機
に
県
域
テ
レ
ビ

の
Ｕ
Ｈ
Ｆ
放
送
が
開
始
さ
れ
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
肥
と
決
定
。
兵

庫
県
下
の
地
域
に
密
着
し
た
番

組
が
く
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

☆
新
し
い
市
民
祭
に

名
前
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
ノ
．

市
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
５
月

の
神
戸
カ
ー
ニ
バ
ル
と
加
月
の

神
戸
み
な
と
の
祭
り
が
手
を
つ

な
ぎ
、
一
そ
う
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
い
市
民
の
祭
り
と
し
て
五
月

第
三
土
曜
、
日
曜
の
五
月
十

五
、
十
六
日
に
開
か
れ
る
こ
と

が
決
定
し
た
。
そ
こ
で
国
際
港

都
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
セ
ン
ス

に
あ
ふ
れ
た
名
前
を
市
民
か
ら

募
る
こ
と
に
な
っ
た
。
詳
細
は

・
官
製
ハ
ガ
キ
に
（
１
枚
１
名
）
住
所

氏
名
、
年
令
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
連

絡
電
話
番
号
を
明
記
し
て
２
月
日
迄

に
神
戸
亜
生
田
区
加
納
町
へ
送
る
こ
と

・
賞
金
／
１
席
（
１
名
）
５
万
円
佳
作

／
遍
名
）
各
３
千
円
発
表
３
月
１
日

と
な
っ
て
い
る
の
で
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

.-謹雑堂, ' '

②
糸
賀
一
雄
粥
油
築
「
共
に
育
つ
」

前
近
江
学
園
長
糸
賀
一
雄
先
生
が
、

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
関
係
で
講

演
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
本
で
す
。

内
容
ｌ
「
山
高
く
し
て
谷
深
し
」
（
近

江
学
園
見
学
会
の
誹
演
）
・
「
こ
の
子
ら

を
世
の
光
に
」
（
第
三
回
誕
生
日
あ
り

が
と
う
運
動
の
つ
ど
い
の
誹
波
）
。
「
糸

賀
先
生
を
囲
む
会
」
・
「
糸
賀
先
生
を
忍

募
会
）Ａ

五
版
八
○
ペ
ー
ジ

頒
価
二
百
円
送
料
五
十
円

両
替
と
も
申
込
み
は
左
記
本
務
局
へ

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
事
務
局

神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
こ
の
五

市
立
青
陽
奨
誰
学
校
内

電
話
②
一
五
五
九
〒
六
五
一

112

世界最大シーワイズ・ユニバーシティ号

イ
ズ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
号
」

と
変
え
、
世
界
一
周
航
路
に
就

航
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

こ
の
〃
客
船
の
女
王
″
は
〃
海

の
超
豪
華
ホ
テ
ル
〃
と
い
わ
れ

全
長
三
百
九
十
三
勝
、
幅
四
十

脱
、
高
さ
五
十
脚
で
十
二
階
建

て
ピ
ル
に
も
匹
敵
す
る
。
速
力

二
十
八
・
五
ノ
ッ
ト
。
定
員
二

千
二
百
六
十
人
、
乗
組
員
千
三

百
人
で
船
内
に
は
プ
ー
ル
三
つ

劇
場
、
図
書
館
ま
で
あ
り
、

〃
は
し
ご
″
が
出
来
る
ほ
ど
の

バ
ー
、
ク
ラ
ブ
、
レ
ス
ト
ラ
ン

が
設
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
マ

ン
モ
ス
客
船
を
過
密
状
態
の
神

戸
港
内
を
無
事
航
行
さ
せ
る
た

め
、
港
湾
関
係
者
は
頭
を
痛
め

て
い
る
。

☆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
県
域
放
送
６
月
開
始

Ｕ
Ｈ
Ｆ
は
鯛
チ
ャ
ン
ネ
ル

Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
放
送
局
の
放
送

会
館
が
、
ト
ア
・
ロ
ー
ド
に
６

月
竣
工
を
み
て
、
放
送
を
開
始

す
る
。
地
上
４
階
一
部
５
階
、

地
上
高
弱
メ
ー
ト
ル
の
鉄
塔
を

持
っ
た
近
代
設
備
。

３
月
末
に
は
、
シ
ン
ボ
ル
の

鉄
塔
が
、
港
神
戸
に
ふ
さ
わ
し

①
「
ち
え
お
く
れ
の
話
」

中
学
生
で
読
め
る
啓
蒙
図
書
で
、
平

易
な
文
で
写
真
や
図
表
を
多
く
と
り
い

れ
て
、
誰
に
で
も
手
軽
に
眺
め
る
本
で

す
。内

容
ｌ
ち
え
お
く
れ
と
は
、
そ
の
原

因
と
発
見
相
談
機
関
。
福
祉
や
教
育
の

機
関
。
ち
え
お
く
れ
と
社
会
の
人
た

ち
。
ち
え
お
く
れ
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
に
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
特
殊
教
育

へ
の
道
案
内
等
。

著
者
ｌ
神
戸
大
学
助
教
授
伊
藤
隆
二

Ａ
五
版
二
八
・
ヘ
ー
ジ

頒
価
百
円
（
送
料
共
）

誕
生
日

あ
り
が
と
う

連
動

輔
神
薄
弱
問
題
の
啓
箪
図
書

「
ち
え
お
く
れ
の
話
」

「
共
に
育
つ
」

誕
生
日
あ
り
が
と
う
通
勤
で
は
、
糖

神
薄
弱
問
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
に
深

く
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
次
の
二
冊

の
啓
蒙
図
書
を
発
行
し
て
い
蚤
す
。

瞳冒霧宰…毎帝，，． ･ 品‘悪癖 '1 ：，､ - 蒜. . ．”－全凝. _ 蝉. ､ 唱鑑銭譜躍戸一，
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人
展
な
ど
が
開
か
れ
る
。
評
判
が
い
い
。
Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑳
４
４

も
う
一
つ
は
、
高
速
長
田
駅
６
６ :、§瞳-3謎鎮一義等鐸季覇了曝学童畷蕊壁，澱：；ヘ頴漆・奄・…．’…

赤
ち
ゃ
ん
を
か
か
え
て
伽
い
計
。

て
い
る
マ
マ
の
た
め
の
一
三
－
・
３
へ
－
１
３
へ
７
兵
庫
県
文

ス
。
北
川
瑠
依
寿
さ
ん
（
狸
歳
）
華
展
谷
崎
潤
一
郎
か
ら
三
島
由

と
い
う
主
婦
の
方
が
始
め
た
私
紀
夫
ま
で
神
戸
に
縁
の
あ
る
画

設
保
育
所
。
子
供
の
可
能
性
を
家
、
小
説
家
、
詩
人
の
回
顧
展

伸
ば
し
、
社
会
へ
の
順
応
性
あ
・
３
へ
皿
１
３
へ
蝿
え
び
ら
華

る
子
供
を
育
て
た
い
と
、
赤
ち
道
展

や
ん
を
世
話
す
る
モ
ッ
ト
ー
は
。
３
へ
Ⅳ
１
３
へ
虹
小
西
平
内

〃
過
保
護
で
な
い
保
護
″
・
覇
永
沢
永
信
、
市
野
弘
之
陶
芸
三

坪
と
焔
坪
の
画
廊
は
、
採
光
を

☆
ゼ
ロ
歳
児
預
か
り
ま
す

自
由
に
調
節
で
き
る
近
代
的
設

ママと赤ちゃんたち

スイス・ケーキの「ハイジー‘

113

あ世いうつな必など徳こそるあだだたラいらのしむにて横し響と

溌蕊識謹識諾メ

霊瀧雛繊雲瀞蕊難鐙塵雲蔚，
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軍:

罫”
瞳離縛棉

畿
綴
燕
蕊
恥

新
市
民
祭
の
セ
ン
ス
を
生
か
し
た
素
晴
よ
》
つ
な
事
で
は
『
お
祭
り
』

；
Ｉ
霊
蕊
臓
濡
蕊
偏

声
盤
深
識
鐸
鶴
野

１
１１４
１

と
い
う
珍
し
い
ト
ン
カ
ッ
屋
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
れ
は
元
東

北
大
学
教
授
で
あ
り
、
以
前
満

州
国
立
獣
疫
研
究
所
所
長
で
あ

っ
た
井
上
辰
蔵
博
士
が
一
人
で

も
多
く
の
神
戸
の
人
達
に
安
く

て
お
い
し
い
豚
肉
を
食
べ
て
も

ら
お
う
と
、
二
十
数
年
の
歳
月

を
か
け
て
品
種
の
改
良
に
つ
と

め
、
今
度
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ン

デ
種
」
と
い
う
新
食
用
豚
の
改

良
に
成
功
し
、
本
格
的
生
産
を

属
○
国
画
弔
○
ｍ
目

☆
元
兵
庫
県
知
事
の
金
井
元
彦
さ
ん
は

一
月
十
六
日
か
ら
神
戸
市
東
灘
区
住
吉

町
古
寺
四
八
三
ノ
五
住
吉
ア
ー
・
ハ
ン
ラ

ィ
フ
一
○
三
号
（
〒
六
五
八
）
○
七
八

’
八
一
’
○
一
二
二
へ
転
居
さ
れ
ま
し

た
。☆

期
日
麦
酒
神
戸
支
店
の
瀬
戸
雄
三
さ

ん
が
、
東
京
本
社
営
業
第
一
部
に
栄
転

さ
れ
・
意
し
た
。
新
し
い
勤
務
先
は
、
東

京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
ノ
九
（
〒
一

○
○
）
朝
日
麦
酒
Ｋ
Ｋ
営
業
第
一
部
○

三
）
二
一
四
’
三
三
一
一
自
宅
東
京
都

港
区
西
麻
布
三
ノ
ー
六
ノ
ー
六

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
麻
布
寮

★
関
西
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
研
究
会
の

向
田
俊
博
さ
ん
が
、
振
居
さ
れ
ま
し

た
。
新
住
所
は
神
戸
市
兵
庫
区
浜
山
通

二
丁
目
御
崎
南
ピ
ル
１
２
０
３
雷
宍

五
）
五
四
一
七

★
小
野
田
実
さ
ん
（
二
紀
会
・
具
体
）

の
お
宅
に
電
話
が
つ
き
ま
し
た
。
姫
路

市
北
平
野
町
七
○
三
ノ
四
〒
六
七
○
ｒ

Ｅ
Ｌ
姫
路
（
○
七
九
二
）
八
一
－
五
四

三
九
で
す
。

☆
二
月
一
日
’
十
日
迄
梅
田
画
廊
本
店

（
梅
田
新
道
）
で
、
画
廊
が
本
年
よ
り

初
め
て
中
堅
・
新
進
画
家
の
作
品
展

「
梅
の
木
会
」
を
開
き
、
中
西
勝
、
中

村
善
種
、
小
原
稔
、
堀
内
規
次
、
内
田

如
風
、
土
井
俊
康
、
栄
永
大
治
郎
七
人

が
第
一
回
の
メ
ン
・
ハ
ー
で
す
。

★
音
楽
の
徳
永
秀
則
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ

よ
り
帰
国
。
入
れ
か
わ
り
に
一
月
中
旬

鴨
居
玲
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
へ
。
新
谷
環

紀
さ
ん
が
ロ
ー
マ
へ
発
た
れ
ま
し
た
。

☆
服
部
正
さ
ん
が
、
二
月
下
旬
に
「
女

性
心
理
学
」
（
朝
倉
書
店
）
を
出
版
さ

れ
ま
す
。
続
い
て
「
児
迩
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
「
近
代
作

家
の
日
記
（
仮
題
と
（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
出
版
）

の
著
述
を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆
風
群
の
松
田
達
郎
、
ゆ
か
り
さ
ん
が

「
ア
ド
・
サ
ン
セ
リ
フ
」
と
い
う
、
Ｐ

Ｒ
誌
、
社
内
報
、
広
告
、
商
業
デ
ザ
イ

ン
、
記
事
取
材
な
ど
の
編
集
企
画
制
作

の
鐙
仕
事
を
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。

議鶴蝉霊： 躍蕊蕊

神大生の学生ミュージカル

Ｌ▲. _

バ
レ
エ
「
つ
る
の
飛
ぷ
日
」
に

参
加
し
た
神
大
生
を
中
心
に
、

劇
団
「
道
化
座
」
、
神
戸
女
学

院
大
学
、
神
大
教
育
学
部
の
音

楽
グ
ル
ー
プ
の
約
釦
人
が
参

加
。
参
加
者
の
一
人
一
人
が
作

っ
た
詩
、
散
文
、
だ
じ
ゃ
れ
、

古
い
民
謡
、
ジ
ャ
ズ
、
ご
詠
歌

落
語
な
ど
で
構
成
、
郷
愁
に
似

た
感
覚
の
中
に
現
代
の
生
活
の

危
機
感
が
底
に
漂
う
。
と
も
か

く
、
素
人
に
し
か
で
き
な
い
伸

び
伸
び
し
た
舞
台
造
り
を
み
せ

た
。

ユニークなトンカツ屋、拓亭

始
め
た
。
原
種
は
猪
で
こ
れ
に

中
国
の
豚
、
さ
ら
に
世
界
的
に

有
名
な
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
・
バ
ー

ク
シ
ャ
ー
及
び
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

種
な
ど
を
長
年
交
配
し
た
結
果

生
ま
れ
た
も
の
で
、
日
本
で
は

初
め
て
。
「
拓
亭
」
で
は
神
出

小
東
野
の
開
拓
団
が
飼
育
し
て

い
る
こ
の
豚
を
直
送
直
売
し
て

お
り
も
っ
ぱ
ら
味
の
良
さ
は
抜

群
と
の
定
評
で
あ
る
。
又
、
店

内
に
は
椎
の
木
学
園
の
子
供
達

が
つ
く
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
陶
器

類
が
陳
列
販
売
さ
れ
て
い
る
。

☆
学
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

す
べ
て
学
生
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
が
さ
る
担
月
握
日
、
芦

屋
ル
ナ
・
ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ

た
。
六
甲
棲
息
組
学
芸
会
風
土

龍
之
会
と
題
す
る
こ
の
グ
ル
ー

プ
は
、
先
に
上
演
さ
れ
た
原
爆

ザ
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⑨垂
癖

115

神戸三宮能円ノ社ノ西
電話。三の宮（3 3 ）０９３５

己

なごやかな雰囲気の中で

冬の味をお楽しみください

ご家族連れでどうぞ

東洋
ＴＥ

定休
第１．

焼鳥、をあし

幽雅
信託銀行東路地
Ｌ3 3 - 5 9 7 9

3 2 - 2 4 1 7
日

第２､ 第３日暇臼

一

一
一

雪騒
罰

山形

匡
騨

一
噸
誕
一

鍾驚

菱
行

三
銀 ⑨

i ゆったりと落ち着いたスペースで

新しい“味”をご賞味ください。
琴L 選舞畠鎮, 擬琶墾…癖雲参圏謬巽識裳罫塞罷識議；

‐

負ルス手
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「
よ
う
お
越
し
．
．
…
・
」

月
並
に
挨
拶
し
な
が
ら
、
願
成
寺
の
住
職
は
、
佳
の
顔
と
左
手

に
た
ず
さ
え
た
数
本
の
大
輪
の
バ
ラ
の
花
を
し
げ
し
げ
と
見
た
。

僧
職
の
身
に
不
似
合
な
佳
へ
の
好
奇
心
を
あ
ら
わ
に
見
せ
た
若
い

顔
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
。
住
職
は
、
村
重
船

長
が
こ
の
寺
に
間
借
し
て
か
ら
は
じ
め
て
の
客
を
迎
え
た
の
で
あ

り
、
そ
の
客
が
美
し
い
娘
で
、
手
に
し
た
花
束
が
な
ん
と
黄
と
赤

を
ま
ぜ
あ
わ
せ
た
、
結
婚
式
で
花
嫁
が
手
に
持
っ
た
と
し
て
も
見

劣
り
の
せ
ぬ
代
物
と
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
聖
職
に
あ
る
者
と
い

え
ど
も
色
め
き
た
っ
て
不
思
議
は
な
い
。

「
古
う
か
ら
の
お
知
り
あ
い
で
お
ま
す
の
か
？
」

「
い
い
え
…
…
」

余
分
な
と
こ
ろ
に
ま
で
は
み
だ
し
て
質
問
す
る
住
職
に
答
え
あ

ぐ
ね
る
佳
の
素
振
り
を
う
い
う
い
し
い
と
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
、

住
職
は
、
並
の
俗
世
の
男
た
ち
と
同
じ
う
れ
し
が
る
心
で
、
閉
ざ

１
１１６
１

村
重
船
長

口
連
載
小
説
血

キ
命
Ⅱ
ノ
シ
タ
ン
の
菓

小
山
牧
子

え
・
石
阪
春
生

・
浄
釦

あ
ら
す
じ
二
年
前
短
期
大
学
を
卒
業
し
た
佳
は
、
母
観
測
子
と
の
生
活
に
息
づ

蓑
り
を
感
じ
、
米
国
系
海
運
会
社
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
勤
め
に
で
る
こ
と
に
し

た
。
あ
る
夜
ボ
ス
の
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
と
と
も
に
訪
れ
た
願
成
寺
の
墓
地
の
く
ら
が
り

に
一
人
の
老
人
が
ひ
つ
を
り
と
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
老
人
は
な
ぜ
か
荒
木

村
重
と
い
う
不
連
な
武
将
と
、
彼
に
ゆ
か
り
を
も
つ
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
跡
に
ひ
ど

く
執
着
し
て
い
た
。

さ
れ
て
い
る
庫
裏
の
窓
の
一
つ
に
、
ほ
か
ほ
か
と
明
る
い
声
を
か

け
た
の
だ
っ
た
。

「
船
長
さ
ん
、
お
人
だ
つ
せ
え
、
お
客
さ
ん
だ
す
の
や
」

「
ま
、
船
長
さ
ん
？
あ
の
方
…
．
：
」

小
さ
く
つ
ぶ
や
く
佳
に
、

「
そ
う
だ
す
ね
。
外
国
航
路
の
船
長
さ
ん
だ
し
た
の
や
」

住
職
は
、
自
分
の
こ
と
を
話
す
と
き
以
上
に
胸
を
張
っ
て
答
え

る
。住

職
の
は
ず
む
心
な
ど
に
一
向
か
か
わ
り
あ
い
が
な
い
ふ
う
に

閉
ざ
さ
れ
た
窓
の
奥
で
、
部
屋
の
主
は
答
え
を
返
し
て
こ
な
い
。

が
、
窓
ご
し
に
、
お
っ
く
う
げ
に
動
く
人
の
気
配
だ
け
は
す
る
。

「
船
長
は
ん
ゆ
う
た
ら
／
・
」

気
ぜ
わ
し
く
た
た
み
か
け
る
住
職
の
そ
ば
に
立
っ
て
、
窓
が
ひ

ら
く
の
を
待
ち
な
が
ら
、
佳
は
、
心
の
中
で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ

て
い
た
二
つ
の
符
号
が
ぴ
た
り
と
重
な
り
あ
い
、
動
か
ぬ
一
つ
の

も
の
に
な
っ
て
火
花
を
散
ら
す
の
を
感
じ
た
。
パ
パ
と
あ
の
老
人

の
像
が
１
．

老
人
も
ま
た
、
父
、
裕
作
と
同
様
に
、
長
年
、
外
国
航
路
の
船

長
を
勤
め
あ
げ
た
男
で
あ
る
と
い
う
。
佳
は
、
奇
妙
な
一
本
の
糸

に
引
か
れ
る
よ
う
に
、
き
ょ
う
こ
の
寺
を
訪
ず
れ
た
自
分
の
行
為

の
奥
に
ひ
そ
む
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も
の
を
理
解
し
た
と
お
も
っ

た
。

h 凸
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あ
の
日
、
春
暁
老
人
が
館
を
訪
ず
れ
た
日
暮
れ
、
父
か
ら
の
便

り
を
読
ん
だ
あ
と
、
な
ぜ
佳
は
こ
こ
に
、
た
ぶ
ん
孤
独
な
ひ
と
り

暮
ら
し
を
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
想
像
で
き
る
ゆ
き
ず
り
の
老
人

の
顔
を
お
も
い
だ
し
た
の
か
。
そ
の
日
暮
れ
以
後
、
老
人
の
顔
は

佳
の
胸
を
去
ら
ず
、
と
き
に
父
の
顔
と
重
な
り
あ
っ
た
り
も
し
た

そ
し
て
謡
日
と
共
に
、
佳
の
胸
に
い
つ
か
必
ず
老
人
と
再
会
す
る

に
違
い
な
い
と
い
う
確
信
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
い
っ
た
の
だ

っ
た
が
、
き
ょ
う
老
人
を
訪
ず
れ
よ
う
と
い
う
確
乎
と
し
た
意
は

な
か
っ
た
。

き
ょ
う
、
土
曜
日
の
朝
、
庭
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
絢
畑
と
し
た
バ

ラ
の
花
を
切
っ
て
き
た
の
は
、
母
の
蘭
子
で
あ
っ
た
。

「
少
し
会
社
に
持
っ
て
い
っ
て
も
い
い
？
」

佳
は
、
い
つ
も
殺
風
景
な
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
の
机
の
上
を
思
い
は
か

っ
て
、
蘭
子
に
ね
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
い
い
わ
よ
・
も
し
ヒ
ギ
ン
ズ
さ
ん
に
差
し
あ
げ
る
の
だ
っ
た
ら

マ
マ
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
っ
て
言
い
な
さ
い
」

「
な
ぜ
？
」

「
だ
っ
て
、
ケ
イ
は
ま
だ
お
嫁
入
り
前
の
若
い
娘
な
の
よ
。
そ
の

娘
が
、
中
年
の
外
国
人
に
お
花
を
あ
げ
た
り
す
る
の
ど
う
か
し
ら

れ
。
お
お
ら
か
な
若
い
娘
の
背
後
に
、
よ
く
気
の
つ
く
し
っ
か
り

し
た
母
親
が
つ
い
て
い
る
と
感
じ
る
だ
け
で
、
男
は
自
分
の
け
だ

１
１１７
１

も
の
に
な
ろ
う
と
す
る
一
面
を
抑
制
す
る
だ
ろ
う
し
、
夜
お
そ
く

ま
で
お
誘
い
を
受
け
て
も
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
は
起
ら
な

い
で
し
よ
。
ケ
イ
を
大
切
に
あ
つ
か
う
気
持
に
も
な
る
と
お
も
う

わ
。
だ
か
ら
、
ね
、
お
花
は
マ
マ
か
ら
と
言
い
な
さ
い
」

蘭
子
の
論
理
は
、
例
に
よ
っ
て
み
や
び
を
旨
と
す
る
歌
人
に
あ

る
ま
じ
い
、
男
の
劣
性
な
部
分
に
だ
け
拡
大
レ
ン
ズ
を
当
て
た
と

お
も
え
る
低
俗
な
も
の
で
あ
っ
た
。

「
い
や
あ
ね
え
。
マ
マ
の
論
理
で
ゆ
く
と
、
こ
の
世
に
あ
る
男
も

女
も
、
四
、
六
時
中
あ
の
こ
と
ば
っ
か
り
考
え
て
い
る
イ
ロ
キ
チ

ガ
イ
っ
て
こ
と
に
な
り
そ
う
ね
え
」

「
ま
、
ケ
イ
。
へ
ん
な
言
葉
つ
か
わ
な
い
で
：
：
：
」

気
色
ば
む
蘭
子
を
尻
目
に
引
っ
さ
ら
っ
て
き
た
バ
ラ
の
花
だ
っ

た
が
、
事
務
所
に
持
ち
こ
む
と
、
ヒ
ギ
ン
ズ
氏
は
、
そ
の
朝
か
ら

急
な
仕
事
で
横
浜
支
社
に
出
張
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
翌
日
は
、

貝
畷
日
１
．
人
気
憩
い
オ
フ
ィ
ス
に
大
輪
の
花
だ
け
が
息
ず
い

て
い
る
図
柄
は
、
い
ま
が
盛
り
の
華
麗
な
花
で
あ
る
だ
け
に
、
花

の
姿
が
淋
し
げ
で
可
哀
そ
う
な
気
が
す
る
。

ト
イ
レ
の
水
槽
に
根
も
と
を
ひ
た
し
た
花
を
見
や
り
、
土
曜
日

の
午
後
の
閑
暇
な
時
間
を
う
っ
と
う
し
い
も
の
と
感
じ
た
と
き
、

佳
は
、
胸
に
抱
い
た
お
ぼ
ろ
げ
な
予
感
を
現
実
の
も
の
と
す
る
予

定
を
急
に
た
て
た
．
あ
の
老
人
を
訪
ず
れ
よ
う
と
１
．

佳
は
、
自
分
の
行
為
の
奇
妙
さ
に
何
度

も
お
も
い
と
ど
ま
ろ
う
と
し
な
が
ら
、
見

え
な
い
一
本
の
糸
に
引
か
れ
る
よ
う
に
し

て
、
こ
の
古
い
寺
に
き
た
の
で
あ
る
。
が

住
職
の
老
人
に
つ
い
て
の
言
葉
を
聞
い
て

佳
は
自
分
の
行
為
を
当
然
の
こ
と
と
理
解

し
た
。
老
人
は
、
か
つ
て
船
乗
り
で
あ
っ

た
の
だ
。
あ
の
老
人
ら
し
か
ら
ぬ
強
靭
な

バ
ネ
を
密
め
て
い
る
か
と
見
え
る
身
体
つ

き
。
全
体
の
風
貌
か
ら
う
か
が
え
る
孤
独

そ
う
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
べ
た
つ
か
ぬ

乾
い
た
風
の
よ
う
な
感
触
。
そ
し
て
、
潮

の
香
に
似
た
体
臭
。
そ
れ
は
、
父
と
共
通

, 且
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巴

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
父
を
慕
う
佳
の
本
金
能
は
、
老
人
が
持
つ
体

臭
を
喚
ぎ
あ
て
、
老
人
に
魅
か
れ
た
の
で
あ
る
。

ガ
ラ
ス
障
子
を
引
き
あ
け
た
老
人
は
、
日
ざ
か
り
の
境
内
に
立

つ
佳
を
見
て
い
た
。
ま
ば
ゆ
気
に
目
を
細
め
た
老
人
の
顔
は
、
意

外
と
豊
か
な
表
情
を
し
て
い
る
。

「
ど
こ
か
で
お
会
い
し
た
気
も
す
る
が
。
…
．
．
」

目
じ
り
か
ら
こ
過
か
み
に
走
る
雛
は
精
惇
そ
う
で
、
佳
を
見
る

目
の
色
が
や
わ
ら
か
に
な
ど
ん
で
い
る
。

「
こ
の
間
の
夜
、
キ
リ
シ
タ
ン
ど
う
ろ
う
の
お
話
し
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
」

「
あ
、
あ
の
異
人
と
一
緒
じ
ゃ
っ
た
…
…
」

「
え
え
、
ま
た
お
話
う
か
が
え
た
ら
と
…
…
」

「
ほ
う
、
変
っ
た
娘
さ
ん
じ
ゃ
」

そ
こ
で
、
老
人
の
口
も
と
が
当
惑
げ
に
ゆ
が
ん
だ
。

「
困
り
ま
し
た
の
。
話
を
聞
き
た
い
と
言
わ
れ
て
も
、
私
の
話
は

あ
れ
で
お
し
ま
い
で
す
の
じ
ゃ
。
続
き
が
あ
り
ま
せ
ん
の
じ
ゃ
」

佳
は
、
な
ぜ
か
老
人
の
困
惑
し
た
表
情
と
言
莱
に
接
し
て
も
ひ

る
ま
な
か
っ
た
。

「
お
話
、
聞
か
せ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
」

「
そ
れ
は
ま
す
ま
す
困
っ
た
」

ｌ
函
ら
蔵
い
、
わ
た
し
憾
困
ら
葱
い
’
・
佳
は
、
嵩
舞
っ
た

感
情
で
、
春
の
陽
光
が
鯛
る
む
境
内
に
立
ち
つ
く
し
た
．
ｌ
話

し
あ
う
言
葉
な
ど
な
く
て
も
、
わ
た
し
は
困
ら
な
い
。
わ
た
し
は

い
ま
こ
そ
確
信
が
持
て
る
。
長
い
間
、
わ
た
し
は
こ
の
人
を
探
し

求
め
て
い
た
の
だ
と
。
一
言
の
言
葉
を
交
わ
し
あ
わ
な
く
て
も
、

こ
の
老
人
の
前
に
黙
っ
て
坐
っ
て
い
る
だ
け
で
、
わ
た
し
の
心
は

解
け
る
。
そ
し
て
、
も
し
二
人
の
間
に
対
話
が
は
じ
ま
っ
た
と
す

る
。
そ
う
し
た
ら
、
あ
の
久
し
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
た
パ
パ
と
話
す

と
き
の
よ
う
に
、
わ
た
し
は
す
ぐ
に
、
最
初
の
ひ
と
言
を
話
す
か

話
さ
な
い
か
の
内
に
、
泣
き
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
泣
け
る
の

か
わ
か
ら
な
い
。
だ
け
ど
涙
は
次
か
ら
つ
ぎ
へ
と
あ
ふ
れ
て
き
て

し
ま
う
の
だ
。
老
人
は
誠
そ
ん
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
に
違
い

な
い
。
き
っ
と
パ
パ
の
よ
う
な
…
…
。

「
別
に
お
話
開
か
せ
て
も
ら
わ
な
く
て
も
よ
い
の
だ
か
ら
…
…
」

子
供
っ
ぽ
い
仕
種
で
、
一
つ
言
葉
を
低
く
つ
ぶ
や
く
佳
と
老
人

の
た
だ
な
ら
ぬ
よ
う
す
に
、
傍
観
者
で
あ
る
は
ず
の
若
い
住
職
の

方
が
う
ろ
た
え
た
。

「
よ
ろ
し
い
や
な
い
か
。
あ
が
っ
て
話
し
て
い
き
な
は
れ
。
こ
の

人
は
、
世
界
中
い
か
ん
と
こ
な
い
ぐ
ら
い
に
一
生
を
船
旅
に
明
け

暮
れ
た
人
だ
す
ね
。
そ
や
よ
っ
て
、
な
、
話
は
尽
き
ま
へ
ん
。
な

村
重
船
長
は
ん
・
ほ
ら
あ
の
話
、
お
も
ろ
い
や
お
ま
へ
ん
か
。
象

牙
海
岸
で
人
喰
人
種
か
ら
ゴ
ー
ル
ド
ス
ト
ン
た
ら
ゆ
う
宝
石
と
ソ

ー
セ
ー
ジ
の
取
り
か
え
っ
こ
し
た
話
、
そ
ら
…
…
」

「
え
、
和
尚
さ
ん
、
私
が
そ
ん
な
こ
と
話
し
ま
し
た
か
？
」

「
し
た
も
せ
ん
も
な
い
で
、
あ
ん
た
…
…
」

「
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
で
た
ら
め
で
す
よ
。
興
に
乗
り
過
ぎ
た
ん
で

す
な
。
宝
石
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
取
り
か
え
っ
こ
は
し
ま
し
た
が
、

相
手
が
人
喰
人
種
だ
っ
た
と
い
う
の
は
、
話
の
尾
鰭
と
い
う
も
の

で
…
・
・
・
」

「
わ
か
っ
て
ま
、
わ
か
っ
て
ま
ノ
．
」

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
住
職
の
話
し
ぶ
り
に
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
ほ
ぐ

れ
、
佳
は
背
を
押
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
老
人
の
部
屋
に
通
っ
た
。

そ
こ
は
、
な
ん
と
も
殺
風
景
な
部
屋
で
あ
っ
た
。
全
体
を
灰
色

の
塗
料
で
塗
り
こ
め
た
感
じ
の
部
屋
の
片
側
の
壁
に
寄
せ
て
、
た

だ
一
つ
の
調
度
品
で
あ
る
本
棚
が
あ
り
、
古
ぼ
け
た
本
が
五
、
六

十
冊
な
ら
ん
で
い
る
。
佳
が
た
ず
さ
え
た
大
輪
の
バ
ラ
は
、
そ
の

陰
気
な
部
屋
に
置
か
れ
る
と
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
灯
の
よ
う
に
燦

然
と
光
り
を
発
し
た
。

「
お
じ
さ
ん
、
海
が
好
き
な
の
で
し
ょ
う
？
」

形
の
よ
い
膝
小
僧
を
二
つ
並
べ
て
坐
り
、
佳
は
天
真
柵
漫
な
子

供
の
よ
う
に
話
し
か
け
る
。
と
、
ミ
ニ
ス
カ
ア
ト
か
ら
に
ょ
っ
き

り
む
き
だ
し
に
な
っ
た
モ
モ
の
あ
た
り
か
ら
う
ろ
た
え
た
目
を
そ

ら
し
、
老
人
は
答
え
た
。

「
そ
う
・
・
・
…
昔
は
、
海
が
好
き
だ
っ
た
」

「
い
ま
は
、
人
間
の
方
が
お
好
き
な
よ
う
ね
」

「
い
ま
？
．
…
・
・
い
ま
の
私
は
…
…
」

言
葉
を
途
切
ら
せ
た
あ
と
、
老
人
は
き
っ
ぱ
り
と
言
い
き
る
の

で
あ
る
。

１
１１８
１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



「
い
ま
は
、
海
も
人
間
も
、
ど
嘱
ご
り
も
き
ら
い
だ
な
」

ｌ
嘘
／
・
嘘
だ
〃
－

佳
は
、
心
の
中
で
叫
ん
だ
。
叫
び
な
が
ら
涙
が
あ
ふ
れ
そ
う
に

な
る
。あ

の
キ
リ
シ
タ
ン
ど
う
ろ
う
の
そ
ば
で
佳
に
話
し
か
け
た
と
き

の
老
人
の
目
の
色
。
あ
ん
な
暖
か
そ
う
な
ま
な
ざ
し
を
注
ぐ
こ
の

老
人
が
、
入
ぎ
ら
い
な
ど
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

「
い
ま
の
私
が
好
き
な
の
は
ね
え
、
お
嬢
さ
ん
。
石
で
す
よ
、

石
。
お
墓
の
石
」

低
く
虚
無
的
に
笑
う
老
人
に
、

「
嘘
、
嘘
ば
か
り
ノ
．
」

お
も
わ
ぬ
一
同
声
が
で
た
。

「
も
し
そ
れ
が
本
当
な
ら
、
可
哀
そ
う
な
お
じ
さ
ん
。
私
の
力
で

も
う
一
度
海
や
人
間
が
好
き
に
な
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
た
い
わ
」

言
っ
て
か
ら
樗
然
と
し
、
佳
は
手
で
口
を
ふ
さ
い
だ
。
初
対
面

に
ひ
と
し
い
の
に
、
老
人
の
前
に
い
る
と
、
い
く
ら
で
も
奔
放
に

に
ひ
と
し
い
の
に
、
老
人
の
前

な
れ
る
自
分
が
い
ぶ
か
し
い
。

「
変
な
娘
だ
と
お
思
い
に
な
る

ウ
？
わ
た
し
の
こ
と
・
・
…
・
」

言
い
な
が
ら
立
上
り
、
老
人

の
部
屋
の
た
だ
一
つ
の
調
度
品

で
あ
る
本
棚
の
前
に
ゆ
き
、
蔵

書
の
背
文
子
を
読
む
。
こ
の
不

可
解
で
は
あ
る
が
、
佳
に
と
っ

て
は
奇
妙
に
親
し
み
が
も
て
る

老
人
の
こ
と
を
、
も
っ
と
知
り

た
い
、
も
つ
と
・
・
・
…
。

老
人
の
蔵
書
に
は
、
横
文
字
の
本
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
が

英
文
科
出
身
の
佳
に
読
み
こ
な
せ
る
背
文
字
は
一
つ
も
な
い
。

「
何
語
な
の
？
こ
れ
・
・
…
・
」

「
そ
う
、
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
本
も
あ
る
。
あ
と
は
、
ヘ
ブ
ラ

イ
語
や
…
…
」

「
む
ず
か
し
い
の
ね
え
：
．
・
・
・
」

一
冊
の
本
を
抜
き
だ
し
て
、
パ
ラ
パ
ラ
と
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て
み

声

る
。
と
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
殉
教
に
関
係
し
た
著
書
で
あ
る

の
か
、
ペ
ー
ジ
の
あ
ち
こ
ち
に
は
り
つ
け
に
さ
れ
た
り
拷
問
を
受

け
る
痩
せ
細
っ
た
人
間
の
生
な
ま
し
い
絵
が
挿
入
さ
れ
、
他
に
古

代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
祈
り
の
場
所
と
し
て
未
信
者
の
間
に
も
知

ら
れ
て
い
る
カ
タ
コ
ー
ム
の
遺
跡
な
ど
が
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る

「
ま
あ
、
気
味
の
悪
い
本
ね
え
…
…
」

次
を
抜
き
取
る
と
、
そ
れ
は
日
本
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
の

図
で
あ
る
。
踏
絵
を
ふ
む
女
の
背
後
で
、
指
ざ
め
た
男
女
の
生
首

が
い
く
つ
も
、
さ
ら
し
台
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
、

本
の
扉
に
は
、
は
り
つ
け
に
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
血
に
ま
み
れ
、

縄
の
よ
う
に
よ
じ
れ
た
苦
悶
す
る
肉
体
の
絵
。

「
い
や
だ
．
…
．
．
」

よ
う
や
く
に
し
て
、
佳
は
こ
の
村
重
船
長
と
呼
ば
れ
る
老
人
が

も
つ
暗
い
陰
の
部
分
に
気
ず
い
た
。
佳
が
魅
き
つ
け
ら
れ
た
の
は

そ
の
陰
の
部
分
に
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
が
、
佳
は
、
暗
い
無

気
味
な
洞
窟
を
探
検
す
る
た
め
に
入
り
こ
ん
だ
子
供
の
よ
う
に
、

く
み
、
す
で
に
褐
色
に
色
を
か
え
た
写
真

を
、
喰
い
入
る
よ
う
に
佳
は
見
つ
め
た
。

そ
の
写
真
は
、
海
軍
将
校
の
制
服
を
着
た
若
い
男
と
、
ま
だ
少

女
の
あ
ど
け
な
さ
が
残
る
美
し
い
女
が
む
つ
ま
じ
げ
に
肩
を
寄
せ

あ
っ
て
写
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
写
真
の
男
は
、
見
ち
が

え
よ
う
も
な
く
、
若
い
頃
の
佳
の
父
、
村
林
裕
作
で
あ
っ
た
／

（
つ
づ
く
）

な
お
も
奥
へ
進
も
う
と
す
る
欲
求
を
お
さ

え
か
ね
た
。
変
な
老
人
で
は
あ
る
。
だ
け

ど
知
り
た
い
。
老
人
の
す
べ
て
を
…
…
。

好
奇
心
に
輝
く
佳
の
目
の
玉
は
、
な
お

も
書
棚
の
あ
た
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
と
急

が
し
く
動
き
ま
わ
る
。
や
が
て
…
…
、
書

棚
の
上
の
飾
り
台
に
目
を
や
っ
た
と
き
、

そ
こ
に
大
切
そ
う
に
置
か
れ
て
い
る
小
さ

な
額
縁
の
中
の
写
真
の
上
で
、
佳
の
目
は

凍
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。
凝
然
と
立
ち
す

１
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流行に左右されない
本来のオシャレ
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シックな
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確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店

神戸三宮センター街ＴＥＬ（3 9 ）０２５６
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新装開店

ー

蝿驚蔑
イズ

太田篭甲店
くつ甲美術品とアクセサリーの専門店121

草履新発売

一オリジナル サ

削識瀧牛鯛

露物の8 1 』下
茜い惹舗に繍抑道城
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フノレーノレ
生田区中山手通１丁目１３

天成ビルＢ１
ＴＥＬ３９－１３６６

F F

IoRlNK1N。
廷

韻

ＤＲｌＮＫｌＮＧ

クラブ

ジャルタ､ . ン
生田区中山手通丁目1 1 1
ＴＥＬ3 3 - 8 5 8 9

驚羅 ..’諺蟻

☆冬の日暮れは早い。六甲おろしがさあ－つと神戸のネオン街に吹きぬけ
る頃、人々 はコートのエリをたてて家路へと急ぐ。そんな時フト立寄って
のどをうるおし、心の安らぎをえたくなった時、人々 は天成ピルの地下フ
ルールに足をばこぶ。昨年1 1 月にオープンしたばかりのこのシックなスナ
ックは、ママの赤沢れい子さんが花がとっても好きなのでフルールと名付
けたという。
ゆったりとした広いカウンターの他に、ゴージャスなインテリアのボッ
クス席もあり、クラブのように落着いたムードで飲めると好評だ。また食
事もできるので大変重宝がられている。
ビール￥2 5 0 円カクテル￥4 0 0 円フィーズ￥4 0 0 円
ステーキ￥1 , 8 0 0円と1 , 0 0 0円バター焼￥7 0 0円お茶漬￥3 5 0円
Ｐ. Ｍ，６：００～A ､ Ｍ，３：００第１、第３日噸は休みます

１１／／
中山手辿

芦竺達
成ビル日，
フルール

☆神戸の春はプラワーに始まり、神戸の夜ば「ジヤルダンーlで憩いが始ま
る。三宮生田新道の大陸飯店を北に上がると左手、トントンと階段を昇り

カウンターで粋なバーテンさんを相手にするもよし、ボックスで気楽に
グラスを傾むけるもよし、表たギターに合わせて歌うもよし、日頃のウサ
もふつきれる楽しい花園だ。きれいな花に囲童れて飲む酒も酔いを誘う。
マスターの岩戸秀能さんことガンちゃんのキップの良さが店に反映し

神戸を訪れる人の多い昨今、さあこんなクラブが神戸にもあるのですと
気楽に誘い辿れてこれる安心な店だ。ガンちゃんと親しくなるほどに店の

C L U Bジｬ ﾙダﾝロ

imj;｜蜜
司;｢－１静|諭ｆ，「

声

廷
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